
明
代
の
政
治
制
度

一
、
序
言

明
王
朝
の
成
立
は
、
そ
の
歴
史
的
発
展
段
階
か
ら
言
え
ば
、
す
で
に

封
建
社
会
の
末
期
で
あ
り
、
い
た
る
所
に
衰
退
の
形
痕
が
現
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
明
の
成
立
は
元
の
廃
虚
の
上
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
元
の

立
ち
遅
れ
た
性
質
は
あ
る
程
度
明
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
代
的
特
徴
は
、
明
の
政
治
制
度
の
設
立
と
改
革
及
び
発
展
過
程

の
中
に
も
、
明
ら
か
に
具
体
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

朱
元
障
が
建
国
前
後
に
設
置
し
、
当
時
の
実
際
の
状
況
に
よ
っ
て
改

革
さ
れ
た
政
治
制
度
は
、
従
来
の
歴
代
王
朝
と
異
な
り
、
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
る
。
朱
元
障
の
目
的
は
政
令
の
実
施
と
政
権
の
安
定
に
あ
っ

た
。
朱
元
障
が
建
国
し
た
明
は
、
し
ば
し
ば
封
建
中
央
集
権
が
更
に
集

中
強
化
さ
れ
た
王
朝
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
政
治
制
度

に
着
目
し
た
結
論
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
明
の
中
央
集
権
の
集
中
と
強

化
と
は
政
治
制
度
の
改
革
を
通
し
て
体
現
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

二
、
概
況

明
の
政
治
制
度
は
、
中
央
政
務
系
統
・
地
方
三
司
の
よ
う
な
重
要
衝

門
の
設
置
に
お
い
て
、
お
お
よ
そ
草
創
・
建
立
・
改
制
・
確
立
の
四
つ

の
段
階
を
経
て
い
る
。

(
-
）
草
創
段
階
(
-
三
五
五
ー
一
三
六
一
）

朱
元
埠
は
果
断
勇
敢
な
精
神
と
知
恵
に
頼
り
、
一
介
の
親
兵
か
ら
ま

た
た
く
ま
に
起
義
軍
の
首
領
と
な
っ
た
。
元
の
至
正
十
五
年
（
龍
鳳
元

年
・
一
三
五
五
）
六
月
、
太
平
を
攻
め
取
る
と
こ
こ
を
太
平
府
と
改
称

し
、
太
平
興
国
翼
元
帥
府
を
設
置
し
て
、
自
ら
元
帥
に
就
任
し
た
。
そ

の
後
、
城
を
攻
め
落
と
す
た
び
に
、
直
ち
に
元
帥
府
を
設
置
し
軍
隊
を

指
揮
さ
せ
た
。
ま
た
幾
つ
か
の
戦
略
的
要
地
に
壬
戸
・
副
壬
戸
・
万
戸
・

副
万
戸
な
ど
を
置
き
、
移
動
配
置
に
従
わ
せ
て
い
る
。

元
の
至
正
十
六
年
（
龍
鳳
二
年
・
一
三
五
六
）
朱
元
障
は
江
南
行
中

書
省
を
置
き
、
自
ら
省
の
事
務
を
執
っ
て
い
る
。
同
年
六
月
、
太
平
行

枢
密
院
を
設
置
し
、
こ
れ
も
自
ら
管
理
し
、
そ
の
下
に
は
同
知
・
金
院
・

門
金
・
判
官
な
ど
が
置
か
れ
た
。 陳

建

平

訳

張

徳

信
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元
の
至
正
十
八
年
（
龍
鳳
四
年
・
一
三
五
八
）
努
州
を
攻
め
取
る
と

中
書
分
省
を
設
置
し
、
そ
れ
以
降
、
省
・
府
を
占
領
す
る
た
び
に
直
ち

に
行
中
書
省
を
設
置
し
て
、
行
省
平
章
政
事
・
左
右
丞
・
参
知
政
事
及

び
属
官
を
置
い
た
。

元
の
至
正
二
十
一
年
（
龍
鳳
七
年
・
一
三
六
一
）
三
月
、
朱
元
障
は
行

枢
密
院
を
大
都
督
府
に
改
め
、
朱
文
正
を
大
都
督
と
し
中
外
の
軍
事
を

指
揮
管
轄
さ
せ
て
、
そ
の
下
に
、
司
馬
・
参
軍
な
ど
を
置
い
た
。
同
年

十
月
、
さ
ら
に
大
都
督
府
左
右
都
督
・
同
知
都
督
・
副
使
・
金
事
・
都

事
な
ど
を
増
置
し
た
。
同
時
期
に
、
各
行
省
に
行
都
督
府
を
設
置
し
て

い
る
。戦
時
の
た
め
、
職
官
の
設
置
は
完
全
に
元
の
旧
制
を
踏
襲
し
て
お
り
、

官
吏
の
戦
掌
も
明
確
で
な
い
の
は
、
戦
争
の
必
要
と
す
る
も
の
に
適
応

す
る
こ
と
が
原
則
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
二
）
建
立
・
完
備
段
階
(
-
三
六
四
ー
一
三
七
九
）

元
の
至
正
二
十
四
年
（
龍
鳳
十
年
・
一
三
六
四
）
正
月
、
朱
元
障
は

群
臣
に
推
戴
さ
れ
呉
王
に
即
位
す
る
と
、
た
だ
ち
に
各
術
門
・
官
職
の

設
立
に
着
手
し
た
。
ま
ず
中
書
省
を
設
け
、
左
右
相
国
・
平
章
政
事
・

左
右
丞
・
参
知
政
事
・
左
右
司
郎
中
な
ど
を
設
置
し
、
李
善
長
を
右
相

国
に
、
徐
達
を
左
相
国
に
、
常
遇
春
・
蔽
通
海
を
平
章
政
事
に
、
注
広

洋
を
右
司
郎
中
に
、
張
涎
を
左
司
郎
中
に
任
命
し
た
。
そ
の
後
、
胡
惟

庸
・
注
広
洋
が
丞
相
職
を
引
き
継
い
だ
。
こ
の
時
期
に
は
中
書
省
は
政

務
の
中
枢
に
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
政
務
を
統
轄
し
、
官
吏
の
任
命
・

政
教
の
命
令
・
法
規
の
制
定
及
び
も
と
も
と
門
下
省
・
尚
書
省
の
管
轄

で
あ
っ
た
封
駁
や
施
行
の
権
限
を
全
て
掌
握
し
た
。
こ
の
た
め
、
丞
相

(
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は
さ
な
が
ら
百
官
の
上
に
君
臨
す
る
絶
対
的
な
権
力
者
で
あ
っ
た
。

中
書
省
の
下
に
四
部
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
銭
糧
・
礼
儀
・
刑
名
・

営
造
の
諸
務
を
掌
っ
た
。

元
の
至
正
二
十
五
年
（
龍
鳳
十
一
年
・
一
三
六
五
）
正
月
、
朱
元
障

は
朱
元
正
に
罪
あ
り
と
し
て
、
免
戦
さ
せ
桐
城
に
左
遷
し
た
。
そ
の
後
、

大
都
督
職
を
廃
止
し
、
左
右
都
督
を
長
官
と
し
た
。

呉
の
元
年
（
元
の
至
正
二
十
七
年
・
ニ
ニ
六
七
）
朱
元
障
は
百
官
に

「
尚
左
」
即
ち
、
左
を
尊
ぶ
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
た
め
、
右
相
国
を

左
相
国
に
、
左
相
国
を
右
相
国
に
改
め
た
。
さ
ら
に
元
を
ま
ね
て
、
御

史
台
及
び
各
按
察
司
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
御
史
台
の
下
に
は
殿

中
司
と
察
院
を
設
置
し
た
。
そ
の
官
職
に
は
左
右
御
史
台
大
夫
・
御
史

中
丞
・
侍
御
史
・
治
書
侍
御
史
・
殿
中
侍
御
史
・
察
院
監
察
史
が
あ
る
。

ま
た
大
理
寺
・
太
常
寺
・
宣
徽
院
・
侍
儀
司
及
び
翰
林
国
史
院
な
ど
の

衝
門
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
の
再
審
理
・
祭
祀
礼
楽
・
外
交
儀
礼

及
び
制
皓
と
史
冊
文
翰
の
諸
務
を
取
り
扱
っ
た
。

洪
武
元
年
(
-
三
六
八
）
相
国
を
丞
相
と
改
称
し
た
。
同
年
八
月
に

中
書
省
に
属
し
て
い
た
四
部
を
吏
・
戸
・
礼
・
兵
・
刑
・
エ
の
六
部
に

増
や
し
、
部
ご
と
に
尚
書
・
侍
郎
・
郎
中
・
員
外
郎
・
主
事
な
ど
の
官

を
置
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
官
吏
の
選
抜
と
任
命
・
戸
籍
と
田
租
・

儀
礼
・
貢
挙
・
武
衛
軍
官
の
任
命
・
簡
練
・
刑
名
・
山
沢
な
ど
諸
方
面
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そ
れ
ぞ
れ
の
衛
所
を
率
い
、

の
政
令
実
施
の
実
施
を
分
掌
し
た
。

こ
の
段
階
で
、
中
書
省
・
大
都
督
府
・
御
史
台
及
び
京
城
の
官
吏
の

設
置
と
い
っ
た
中
央
官
制
の
仕
組
み
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
。
朱
元
障
は
、

か
つ
て
「
国
家
に
三
大
府
を
立
て
て
天
下
の
政
を
総
べ
る
。
中
書
は
政

の
本
で
あ
り
、
都
督
は
軍
隊
を
掌
り
、
御
史
台
は
百
司
の
秩
序
を
維
持

す
る
。
朝
廷
の
紀
綱
は
、
す
べ
て
こ
こ
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
地

方
に
お
い
て
は
、
行
中
書
省
・
行
都
督
府
・
各
道
按
察
司
及
び
府
州
県

の
設
置
も
、
ほ
ぼ
揃
い
、
封
建
国
家
機
関
の
正
常
な
運
営
が
保
証
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
o

.

し
か
し
朱
元
障
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
関
連
機
関
に
対
し
て
更
に
明

の
社
会
へ
適
応
で
き
る
よ
う
な
改
善
策
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
中
書
省
の

平
章
政
事
・
参
知
政
事
・
一
部
の
属
官
及
び
六
部
の
属
司
を
淘
汰
す
る

ほ
か
に
、
主
に
地
方
官
制
の
完
備
に
現
れ
て
い
る
。

一
、
都
衛
を
都
指
揮
使
司
に
改
組

洪
武
三
年
(
-
三
七

0
)
杭
州
な
ど
の
衛
を
八
つ
の
都
衛
指
揮
使
司

（
都
衛
と
簡
称
）
に
昇
格
さ
せ
、
洪
武
七
年
(
-
三
七
四
）
河
州
に
西

安
行
都
衛
を
設
置
し
た
。
八
年
(
-
三
七
五
）
＋
月
、
朱
元
障
の
詔
令

に
よ
り
都
衛
は
都
指
揮
使
司
（
都
司
と
簡
称
）
に
改
称
さ
れ
、
行
省
の

最
高
軍
事
機
構
と
な
っ
た
。
そ
し
て
改
め
て
都
司
を
十
三
、
行
都
司
を

三
つ
設
置
し
た
。
宣
徳
年
間
に
は
全
国
で
十
六
の
都
司
、
五
つ
の
行
都

司
が
あ
っ
熔

都
司
は
一
地
方
の
軍
政
事
務
を
掌
り
、

五
軍
都
督
府
に
属
す
る
と
同
時
に
兵
部
の
命
令
に
従
い
、
地
方
の
安
定

を
保
障
し
た
。
も
し
重
大
な
軍
事
行
動
が
あ
れ
ば
、
移
転
・
配
置
の
命

令
に
従
っ
た
。
移
転
・
配
置
の
最
終
決
定
権
は
皇
帝
に
あ
っ
た
。

二
、
行
中
書
省
を
承
宣
布
政
使
司
に
改
組

洪
武
九
年
(
-
三
七
六
）
六
月
、
朱
元
障
は
浙
江
な
ど
の
十
二
の
行

中
書
省
を
承
宣
布
政
司
に
改
め
、
行
省
平
章
政
事
・
左
右
丞
を
廃
止
し
、

参
知
政
事
を
布
政
使
に
改
称
し
、
左
右
参
政
を
置
い
た
。
十
四
年
（
一

三
八
一
）
に
左
右
参
議
を
増
設
し
、
ま
も
な
く
左
右
布
政
使
を
一
人
ず

つ
増
や
し
た
。
宣
徳
―
二
年
(
-
四
二
八
）
に
は
全
国
で
十
三
の
布
政
司

が
あ
っ
匁

布
政
使
は
地
方
の
行
政
長
官
で
あ
り
、
凡
そ
朝
廷
か
ら
の
徳
沢
・
禁

令
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
受
け
管
轄
す
る
府
州
県
に
伝
達
し
た
。
ま
た
官

吏
の
審
査
・
田
賦
の
徴
収
・
揺
役
の
割
り
当
て
な
ど
も
、
す
べ
て
長
官

と
属
官
の
職
分
の
範
囲
で
あ
っ
た
。
朱
元
障
は
「
古
代
の
帝
王
は
天
下

を
治
め
る
に
あ
た
り
、
上
下
の
意
志
疎
通
が
滞
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

必
ず
広
く
意
見
を
聞
き
入
れ
て
い
た
。
今
日
の
布
政
使
司
は
即
ち
古
代

の
方
伯
の
戦
に
あ
た
り
、
各
府
の
知
府
は
即
ち
左
刺
史
の
職
に
相
当
し
、

以
て
わ
が
国
民
を
承
流
・
宣
化
・
安
撫
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
、
通
政
使
司
の
創
設

洪
武
三
年
(
-
三
七

0
)
三
月
、
察
言
司
を
設
け
、
各
地
か
ら
の
章

奏
を
受
け
取
り
、
管
理
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
洪
武
十
年
(
-
三
七
七
）

七
月
に
、
通
政
使
司
を
創
設
し
、
通
政
使
・
左
右
通
政
・
左
右
参
議
な
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ど
の
官
職
を
置
い
た
。
な
ぜ
こ
の
術
門
を
創
設
し
、
し
か
も
「
通
政
」

と
命
名
し
た
か
に
つ
い
て
、
朱
元
障
は
通
政
使
曽
乗
正
へ
の
告
諭
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
「
塑
蔽
於
言
者
禍
乱
之
萌
、

専
恣
於
事
者
権
奸
之
漸
。
故
必
有
喉
舌
之
司
、
以
通
上
下
之
情
、
以
達

天
下
之
政
。
昔
者
虞
之
納
言
・
唐
之
門
下
省
、
皆
其
職
也
。
今
以
是
職

命
卿
等
、
官
以
『
通
政
』
為
名
。
政
猶
水
也
、
欲
其
常
通
、
無
塑
蔽
之

禍
患
。
卿
其
審
命
令
以
百
司
、
達
幽
隠
以
通
庶
務
。
当
執
奏
者
勿
忌
避
、

当
駁
正
者
勿
阿
随
、
当
敷
陳
者
勿
隠
蔽
、
当
引
見
者
無
留
難
。
母
巧
言

以
取
寵
、
母
苛
察
以
遂
功
、
母
護
間
以
欺
網
、
公
清
直
亮
以
処
厭
心
、

(
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庶
不
負
委
任
之
意
」
。

通
政
司
の
職
掌
は
主
に
、
皇
帝
の
命
令
の
伝
達
・
民
衆
か
ら
の
意
見

の
報
告
・
実
封
の
検
査
•
関
所
に
お
け
る
公
文
書
の
検
証
な
ど
で
あ
っ

た。（
三
）
改
制
段
階
(
-
三
八

0
ー
一
三
八
二
）

洪
武
士
二
年
(
-
三
八

0
)
の
正
月
に
、
朱
元
障
は
中
書
省
左
丞
相
で

あ
っ
た
胡
惟
庸
を
反
逆
罪
で
死
刑
に
処
し
た
。
こ
れ
が
史
上
い
わ
ゆ
る

「
胡
惟
庸
党
案
」
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
の
時
、
連
座
し
て
処
刑
さ

れ
た
人
数
は
一
万
五
千
人
に
も
達
し
た
。
そ
の
後
、
中
書
省
と
丞
相
は

廃
止
さ
れ
、
六
部
の
地
位
は
格
上
げ
さ
れ
て
皇
帝
に
直
属
し
た
。
ま
た
、

大
都
督
府
を
五
軍
都
督
府
（
左
・
右
・
中
・
前
・
後
の
五
つ
）
に
分
け
、

別
々
に
軍
隊
を
指
揮
さ
せ
た
。
そ
の
目
的
は
行
政
の
流
れ
を
よ
く
す
る

こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
権
力
の
分
散
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
千
年

踏
襲
さ
れ
て
き
た
丞
相
制
は
こ
こ
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

同
年
五
月
に
は
、
御
史
台
を
廃
止
し
、
十
五
年
(
-
三
八
二
）
に
都
察

院
を
設
置
し
、
左
右
都
御
史
・
左
右
副
都
御
史
・
左
右
金
都
御
史
な
ど

を
置
い
た
。
ま
た
、
各
地
域
に
十
三
道
の
監
察
御
史
を
設
け
た
。
都
御

史
の
職
権
は
、
百
司
の
弾
劾
．
冤
罪
を
正
す
こ
と
及
び
各
機
関
の
監
察

で
あ
っ
た
。
一
方
、
監
察
御
史
の
職
権
は
内
外
百
司
官
吏
の
過
ち
と
弊

害
を
た
だ
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

朱
元
障
は
、
中
書
省
を
廃
止
し
た
後
、
洪
武
十
三
年
(
-
三
八

0
)

九
月
に
四
補
官
を
設
け
た
。
そ
の
職
能
は
治
国
の
道
を
講
じ
、
裁
判
と

審
判
及
び
封
駁
に
参
与
し
、
有
能
な
人
材
を
選
抜
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
十
五
年
(
-
三
八
二
）
七
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
十
一
月
に
、
ま
た

宋
朝
の
制
度
を
ま
ね
て
殿
閣
学
士
を
設
け
た
。
そ
の
職
能
は
皇
帝
の
左

右
に
奉
持
し
、
諮
問
に
備
え
る
こ
と
で
あ
る
。

（
四
）
確
立
段
階
(
-
三
九
五
ー
一
四
四
一
）

大
胆
な
改
革
、
と
り
わ
け
二
千
年
間
踏
襲
さ
れ
て
き
た
丞
相
制
を
廃

止
し
た
後
、
朱
元
障
は
洪
武
二
十
八
年
(
-
三
九
五
）
群
臣
に
対
し

「
国
家
は
丞
相
を
廃
止
し
て
置
か
な
い
こ
と
と
す
る
。
そ
の
代
わ
り
に

五
府
・
六
部
・
都
察
院
・
通
政
司
・
大
理
寺
な
ど
の
街
門
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
天
下
の
政
務
を
取
り
扱
う
。
こ
れ
が
も
っ
と
も
完
璧
な
も
の
で

あ
る
。
子
孫
及
び
群
臣
は
再
び
丞
相
設
置
の
話
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

さ
も
な
け
れ
ば
極
刑
に
あ
て
る
」
と
告
諭
し
た
。
同
時
に
そ
れ
を
永
遠

(
1
0
)
 

に
守
る
た
め
、
『
皇
明
祖
訓
』
に
も
載
せ
た
。
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総
じ
て
言
え
ば
、
明
の
政
治
制
度
の
枠
組
み
は
洪
武
末
年
に
ほ
ぼ
確

立
さ
れ
て
い
た
。
内
に
は
部
・
府
・
院
及
び
通
政
司
・
大
理
寺
な
ど
が

設
け
ら
れ
、
政
務
・
軍
事
・
糾
察
及
び
章
奏
・
刑
獄
な
ど
の
諸
務
を
分

担
処
理
す
る
。
外
に
は
都
・
布
・
按
の
三
司
を
設
け
、
兵
刑
銭
穀
及
び

百
官
の
監
察
を
分
掌
す
る
。
こ
れ
は
み
な
漢
・
唐
の
制
度
を
踏
襲
し
な

が
ら
、
明
代
の
社
会
と
政
治
の
実
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
改
正
を
加
え

(11) 

た
結
果
で
あ
る
。

建
文
朝
で
は
、
朱
允
炊
が
儒
臣
の
提
案
に
よ
っ
て
一
部
の
官
職
を
改

称
し
、
一
部
の
職
官
の
官
階
を
引
き
上
げ
た
。
し
か
し
燕
王
朱
棟
は
、

武
力
で
皇
帝
の
座
を
獲
得
し
た
の
ち
全
て
を
原
状
に
復
し
た
。
ま
た
建

文
四
年
(
-
四

0
二
）
か
ら
、
内
閣
・
巡
撫
・
総
督
な
ど
の
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
明
の
政
治
制
度
は
確
立
段
階
に
入
っ

こ。t
 
一
、
内
閣

建
文
四
年
(
-
四

0
二
）
七
月
、
朱
様
は
甥
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
皇
帝

の
座
に
つ
い
た
。
そ
の
後
の
八
・
九
月
の
ニ
ヶ
月
間
に
、
解
絹
・
黄
淮
．

胡
広
・
楊
栄
・
楊
士
奇
・
金
幼
孜
・
胡
徽
の
七
人
を
相
次
い
で
文
淵
閣

に
入
閣
さ
せ
、
顧
問
と
し
て
枢
要
な
事
務
に
参
与
す
る
よ
う
命
じ
た
。

内
閣
は
こ
れ
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

は
じ
め
内
閣
の
閣
臣
は
、
た
だ
翰
林
院
の
編
修
・
検
討
・
侍
読
・
侍

講
の
よ
う
な
肩
書
き
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
大
学
士
の
地
位
に

ま
で
昇
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
下
に
は
官
属
を
置
か
ず
、
諸
司
も
管
理
さ

せ
な
か
っ
た
。
仁
宗
朱
高
熾
(
-
四
二
五
）
の
時
、
閣
臣
は
み
な
尚
書
・

太
保
・
太
博
の
よ
う
な
重
要
な
地
位
に
つ
い
て
お
り
、
発
布
さ
れ
る
政

令
は
、
殆
ど
閣
臣
に
よ
り
起
草
さ
れ
、
皇
帝
の
旨
を
伝
達
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
六
部
の
尚
書
で
さ
え
も
内
閣
の
鼻
息
を
う
か
が

わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
内
閣
は
す
べ
て
の
政

務
を
統
轄
し
て
お
り
、
丞
相
の
名
を
持
た
ず
に
丞
相
の
権
限
を
具
え
て
(
1
2
)
 

い
た
。
嘉
靖
朝
に
な
る
と
、
朝
班
す
る
順
位
す
ら
六
部
の
上
に
な
っ
た
。

内
閣
の
職
権
は
、
概
括
し
て
言
え
ば
、
批
答
の
起
草
・
詰
勅
と
封
駁

の
起
草
・
企
画
と
審
議
・
経
筵
進
講
な
ど
で
あ
っ
た
。
職
権
の
実
施
に

つ
い
て
は
皇
帝
と
閣
臣
の
素
質
と
大
い
に
関
わ
っ
て
お
り
、
生
み
出
さ

れ
た
結
果
も
異
な
る
。
皇
帝
に
比
較
的
高
い
素
質
と
相
当
な
決
断
力
が

あ
れ
ば
、
閣
臣
は
み
な
命
を
奉
じ
て
事
を
行
い
、
敢
え
て
軽
率
に
事
に

あ
た
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
閣
臣
の
素
質
が
高
け
れ
ば
、

彼
ら
は
国
家
の
利
益
を
考
え
力
を
尽
く
し
、
皇
帝
の
政
務
処
理
を
補
佐

し
た
。
皇
帝
・
閣
臣
と
も
に
素
質
が
低
く
、
と
り
わ
け
奸
邪
を
懐
く
閣

臣
が
い
れ
ば
、
閣
臣
は
皇
帝
の
無
能
さ
に
つ
け
込
ん
で
、
賄
賂
で
官
職
・

爵
位
を
あ
た
え
、
派
閥
を
作
り
国
家
国
民
に
禍
を
及
ぽ
す
こ
と
に
な
っ

た。

二
、
両
京
制

永
楽
元
年
(
-
四

0-
―
-
）
朱
様
は
北
平
を
北
京
と
改
名
し
、
北
京
行

部
尚
書
を
一
人
、
侍
郎
を
四
人
設
置
し
、
下
に
六
曹
清
吏
司
を
設
け
た
。

後
に
六
部
を
分
置
し
、
部
ご
と
の
名
称
に
「
行
在
」
を
加
え
た
。
十
八
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年
(
-
四
二

0
)
首
都
が
北
京
に
定
め
ら
れ
る
と
、
行
部
及
び
六
曹
を

廃
止
し
、
六
部
を
北
京
に
遷
し
、
「
行
在
」
を
称
す
る
こ
と
は
な
く
な

り
、
南
京
に
残
さ
れ
た
衛
門
に
は
「
南
京
」
と
い
う
二
字
を
加
え
た
。

洪
元
年
(
-
四
二
五
）
に
再
び
南
京
に
各
官
庁
を
設
け
、
呼
称
か
ら

「
南
京
」
の
二
文
字
を
外
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
北
京
に
あ
る
街
門

の
呼
称
に
「
行
在
」
の
二
文
字
を
加
え
、
依
然
と
し
て
行
部
を
置
く
こ

と
と
し
た
。
宣
徳
三
年
(
-
四
二
八
）
行
部
を
廃
止
し
た
。
正
統
六
年

（
一
四
四
一
）
北
京
の
衛
門
の
呼
称
に
あ
る
「
行
在
」
と
い
う
二
文
字

を
取
り
、
そ
の
代
わ
り
に
、
南
京
に
設
け
ら
れ
て
い
る
衛
門
の
呼
称
に

「
南
京
」
の
二
字
を
加
え
た
。
こ
こ
に
北
京
の
両
京
制
が
正
式
に
確
立

(13) 

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
巡
撫

史
籍
の
記
載
に
「
巡
撫
」
の
呼
称
が
明
に
お
い
て
最
も
は
や
く
見
ら

れ
る
の
は
、
洪
武
二
十
四
年
(
-
三
九
一
）
朱
元
障
が
太
子
朱
標
に
陳

西
を
巡
撫
さ
せ
た
時
で
あ
る
。
建
文
・
永
楽
朝
に
お
い
て
も
大
臣
を
派

遣
し
全
国
の
州
・
県
を
巡
視
さ
せ
軍
民
を
慰
撫
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

み
な
あ
る
具
体
的
な
事
件
を
処
理
す
る
た
め
、
臨
時
に
皇
帝
の
命
令
を

受
け
て
赴
き
、
事
が
終
わ
っ
て
復
命
す
れ
ば
、
派
遣
は
解
除
さ
れ
た
。

宣
徳
の
初
め
は
、
地
方
に
派
遣
さ
れ
る
大
臣
は
相
対
的
に
安
定
し
て
お

り
職
掌
も
明
確
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
宣
徳
五
年
（
一
四
三

0
)
独
立
し

て
巡
撫
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
各
布
政
司
或
い
は
要
地
に
幅
広
く
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
順
の
初
め
、
暫
く
廃
止
さ
れ
た
が
、
ま

(
-
）
権
力
の
相
対
的
分
散
か
ら
集
中
と
強
化
へ
、
す
べ
て
皇
帝
に
帰

、
明
代
政
治
制
度
の
特
徴
と
弊
害

も
な
く
再
び
設
置
さ
れ
た
。
関
連
事
務
処
理
の
便
利
を
図
る
た
め
、
巡

撫
は
一
般
に
都
御
史
、
副
都
御
史
或
い
は
余
都
御
史
の
肩
書
き
を
兼
ね

J
O
 

(
U
)
 

て
い
ナ
巡
撫
の
職
権
は
地
方
三
司
の
権
限
を
兼
ね
た
。
そ
の
内
容
は
、
官
吏

の
管
理
・
官
吏
の
弾
劾
・
治
安
維
持
・
流
民
の
慰
撫
・
辺
関
の
鎮
守
・

辺
政
の
管
理
・
被
災
者
の
救
済
・
徳
意
の
宣
伝
・
人
材
の
推
薦
•
利
病

の
報
告
・
地
方
の
安
定
な
ど
で
あ
り
、
あ
た
か
も
三
司
を
凌
駕
す
る
よ

う
な
行
政
街
門
に
な
っ
た
。

．
四
、
総
督

総
督
は
戦
時
の
必
要
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
英
宗
の
正
統

年
間
に
始
ま
る
。
正
統
六
年
(
-
四
四
一
）
七
月
に
麓
川
を
征
服
し
た

時
、
兵
部
尚
書
王
駿
が
総
督
に
任
命
さ
れ
た
。
景
泰
三
年
(
-
四
五
二
）

に
は
苗
族
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
両
広
総
督
が
設
け
ら
れ
た
。
前

遼
有
事
の
際
に
は
提
督
が
設
け
ら
れ
、
後
に
総
督
に
改
め
ら
れ
た
。
こ

う
し
て
次
第
に
地
方
に
お
け
る
正
式
な
官
戦
と
な
っ
た
。

総
督
は
、
朝
廷
が
重
臣
の
中
か
ら
派
遣
し
担
当
さ
せ
る
も
の
で
、
一

省
或
い
は
数
省
の
軍
政
事
務
を
管
理
し
、
巡
撫
・
総
兵
に
対
し
指
揮
・

管
轄
す
る
こ
と
が
で
き
、
権
力
の
上
で
巡
撫
を
凌
駕
し
て
い
た
。
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す
る
の
は
明
代
政
治
制
度
の
―
つ
の
特
徴

朱
元
障
は
軍
隊
を
率
い
始
め
た
当
初
よ
り
人
材
集
め
に
十
分
な
注
意

を
払
い
、
発
展
に
役
立
つ
よ
う
な
積
極
的
要
素
を
吸
収
し
て
、
自
身
の

不
足
を
補
っ
て
い
る
。
の
ち
に
朱
元
埠
の
勢
力
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、

江
南
の
陳
友
諒
・
張
士
誠
な
ど
の
群
雄
に
対
抗
す
る
ほ
ど
に
な
る
と
、

勢
力
範
囲
内
に
官
戦
を
設
け
、
占
領
地
域
に
適
切
な
管
理
を
行
っ
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
官
戦
の
設
置
の
第
一
は
経
済
関
係
の
術
門
で
、
目

的
は
軍
隊
の
給
養
及
び
官
員
の
費
用
の
充
実
に
あ
っ
た
。
第
二
は
軍
事

関
係
の
術
門
で
、
目
的
は
城
を
攻
め
取
る
に
あ
た
り
江
南
群
雄
と
の
戦

争
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
行
政
街
門
に
つ
い
て
も
概
ね
戦

争
遂
行
の
必
要
に
応
じ
る
と
い
う
主
旨
に
従
っ
て
い
る
。

朱
元
障
は
陳
友
諒
に
対
し
て
決
定
的
な
勝
利
を
収
め
る
と
、
正
式
に

中
書
省
・
行
中
書
省
な
ど
の
中
央
と
地
方
の
政
務
街
門
及
び
関
連
機
関

を
設
置
し
、
明
朝
の
成
立
後
、
政
治
制
度
は
次
第
に
完
備
さ
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
朝
廷
内
部
の
対
立
が
表
面
化
し
、
日
増

し
に
激
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
主
に
二
つ
の
面
に
現
れ
た
。

第
一
文
臣
と
武
将
と
の
対
立
と
地
方
勢
力
集
団
間
に
お
け
る
対
立

朱
元
埠
は
「
世
が
乱
れ
れ
ば
武
将
を
用
い
、
世
を
治
め
よ
う
と
す
れ

ば
文
人
を
用
い
る
」
と
い
う
信
条
を
固
守
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
明
の
建
国

後
、
戦
功
へ
の
報
償
と
し
て
直
ち
に
武
将
に
公
・
侯
・
伯
な
ど
の
爵
位

を
与
え
、
厚
禄
を
賜
っ
た
。
ま
た
国
家
を
管
理
す
る
た
め
、
オ
能
と
見

識
の
あ
る
人
物
を
取
り
た
て
要
職
に
つ
か
せ
た
。
し
か
し
、
戦
功
を
た

て
た
武
人
た
ち
は
功
労
を
侍
ん
で
ほ
し
い
ま
ま
に
ふ
る
ま
い
、
君
臣
の

別
も
わ
き
ま
え
ず
、
大
臣
と
し
て
の
振
る
舞
い
方
さ
え
も
守
れ
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
勢
カ
・
権
力
を
か
さ
に
着
て
罪
を
犯
し
、
郷
里
を
凌
辱
し

た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
文
臣
・
儒
士
を
重
視
す
る
こ
と
に
対
し
て
大

い
に
不
満
を
抱
き
、
機
会
に
乗
じ
陰
口
し
て
、
朱
元
障
と
文
臣
と
の
関

係
を
裂
こ
う
と
し
た
。
あ
る
時
、
武
将
た
ち
は
朱
元
障
に
次
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
「
文
臣
儒
士
ら
は
み
な
風
刺
と
嘲
笑
に
な
れ
た

や
つ
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
張
士
誠
は
文
士
を
極
め
て
優
遇
し
て
い
る

が
、
し
か
し
彼
が
文
士
に
願
っ
て
命
名
し
て
も
ら
っ
た
と
き
、
文
士
が

な
ん
と
彼
に
『
士
誠
』
と
い
う
名
前
を
付
け
た
の
で
す
。
」
朱
元
障
は

そ
れ
を
聞
い
て
、
こ
の
名
前
が
い
い
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
。
武
将
た

ち
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
「
『
孟
子
』
に
は
「
士
誠
、
小
人
な
り
」
と

い
う
文
が
あ
り
、
実
際
、
文
士
た
ち
は
彼
を
侮
辱
し
て
い
る
。
そ
れ
な

の
に
、
彼
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。
」
朱
元
障
は
そ
れ
を
聞
い
た

が
反
論
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
武
将
の
間
、
武
将
と
文

人
と
の
間
の
緊
張
関
係
や
激
し
い
闘
争
の
一
端
が
窺
え
る
。

地
方
派
閥
間
に
お
け
る
対
立
の
激
し
さ
も
前
者
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
そ
の
対
立
は
政
治
権
力
の
配
分
と
既
得
権
益
の
確
保
の
た
め
、

ま
す
ま
す
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
主
に
淮
西
集
団
と
非
淮
西
集
団
と

の
関
係
に
表
れ
て
い
る
。

淮
西
集
団
と
は
朱
元
埠
が
蜂
起
し
た
時
に
つ
い
て
き
た
郷
里
の
旧
友

を
指
し
、
文
臣
の
李
善
長
・
胡
惟
庸
、
武
将
の
徐
達
・
湯
和
な
ど
の
よ
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う
に
、
明
王
朝
の
成
立
に
大
き
な
戦
功
を
立
て
た
。
非
淮
西
集
団
と
は
、

浙
江
の
劉
基
・
宋
漉
及
び
山
西
の
楊
憲
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
李
善
長
と
劉
基
は
一
部
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
意
見
が
合
わ
ず
、

劉
基
と
し
て
は
李
善
長
が
皇
帝
へ
の
汗
馬
の
労
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
る
の
で
大
半
は
我
慢
し
て
い
た
が
、
時
に
争
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
楊
憲
は
大
変
な
才
能
を
持
ち
、
度
々
皇
帝
の
前
で
李
善
長
の
無
能
と

横
暴
を
訴
え
て
い
た
。
言
動
や
顔
色
か
ら
人
の
心
を
察
す
る
こ
と
が
巧

み
で
あ
っ
た
胡
惟
庸
は
、
朱
元
障
に
楊
憲
を
重
用
す
る
意
志
が
あ
る
こ

と
を
察
し
、
す
ぐ
に
淮
西
集
団
内
部
に
、
「
も
し
楊
憲
が
重
用
さ
れ
高

官
に
な
っ
た
ら
わ
れ
わ
れ
淮
西
の
人
間
に
は
も
う
見
込
み
は
無
く
な
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
噂
を
流
し
、
ま
た
口
実
を
も
う
け
て
楊
憲
を
非
難
し
、

陥
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
朱
元
埠
は
内
部
対
立
を
お
さ
え
る
た
め
、
一

方
で
は
理
由
を
も
う
け
て
楊
憲
を
殺
し
、
一
方
で
は
李
善
長
に
退
官
と

帰
郷
を
命
じ
た
。
そ
の
後
、
朱
元
障
は
暫
く
躊
躇
し
て
か
ら
注
広
洋
・

(16) 

胡
惟
庸
を
相
次
い
で
後
任
の
丞
相
と
し
た
。

第
二
君
権
と
相
権
と
の
衝
突

李
善
長
の
丞
相
在
任
期
間
中
に
つ
い
て
は
、
彼
に
帷
握
の
功
績
が
あ

り
、
ま
た
慎
重
に
事
を
処
理
し
て
い
た
の
に
加
え
て
、
朱
元
障
は
勝
利

の
喜
び
に
浸
っ
て
お
り
、
君
王
と
丞
相
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。

李
善
長
の
後
、
江
広
洋
が
中
書
省
の
事
務
を
切
り
盛
り
し
た
が
、
朱
元

障
は
十
分
に
満
足
し
な
か
っ
た
。
ま
た
胡
惟
庸
が
右
丞
相
・
左
丞
相
に

就
任
し
た
後
の
様
子
も
冷
静
に
観
察
し
て
い
た
。
勝
利
の
も
た
ら
し
た

喜
び
が
薄
ら
ぐ
と
、
潜
在
し
て
い
た
権
力
へ
の
欲
望
は
彼
に
別
の
角
度

か
ら
君
王
と
丞
相
と
の
関
係
を
考
え
さ
せ
た
。
彼
は
丞
相
の
権
力
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
必
ず
や
自
分
へ
の
脅
威
と
な
り
、
更
に
事
の
真

相
を
隠
し
自
分
の
目
を
ご
ま
か
し
権
力
を
一
手
に
握
る
危
険
す
ら
も
招

き
か
ね
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
と
朱
氏

の
天
下
の
万
世
世
襲
は
も
は
や
水
泡
に
帰
す
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
彼

は
中
書
省
即
ち
丞
相
の
権
力
の
弱
体
化
に
着
手
し
、
以
下
の
措
置
を
取
っ

こ。t
 第一
に
、
行
中
書
省
を
承
宣
布
政
使
司
に
改
称
し
た
。
朱
元
障
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
時
の
行
中
書
省
は
、
一
省
の
民
政
•
財
政
・
軍
政
と
司

法
・
監
察
な
ど
の
最
高
街
門
と
し
て
管
轄
区
域
内
の
全
て
を
管
理
し
て

い
た
。
し
か
し
改
制
の
後
、
そ
れ
ま
で
―
つ
の
街
門
の
職
掌
で
あ
っ
た

の
が
、
都
司
・
布
政
司
・
按
察
司
の
三
つ
の
街
門
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
三
司
は
並
列
で
あ
り
、
互
い
に
統
括
し
た

り
隷
属
し
た
り
せ
ず
、
ま
た
同
時
に
地
方
三
司
は
中
央
の
命
令
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
中
央
政
令
の
執
行
者
と
実
施
者
に

に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
布
政
司
は
多
く
六
部
、
主
に
吏
部
・

戸
部
と
連
絡
を
と
り
、
按
察
司
は
都
察
院
・
刑
部
と
連
絡
を
と
り
、
都

司
は
多
く
兵
部
・
五
軍
都
督
府
の
命
令
に
従
っ
た
。
こ
う
し
て
地
方
の

権
力
は
直
接
朝
廷
の
手
に
握
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
行
中
書
省
の
改
制
の
結
果
、
地
方
権
力
は
中
央
政
府
に
牛

耳
ら
れ
た
が
、
か
え
っ
て
中
書
省
の
権
力
は
ま
す
ま
す
膨
ら
ん
だ
。
そ
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こ
で
朱
元
障
は
機
に
乗
じ
て
中
書
省
の
平
章
・
参
知
政
事
な
ど
の
戦
官

を
淘
汰
し
、
中
書
省
を
丞
相
の
ほ
か
、
下
に
官
吏
の
い
な
い
状
態
に
し

こ。t
 
第
三
に
、
朱
元
障
は
民
情
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
た
め
滅
び
た
元
の

(17) 

教
訓
を
汲
ん
で
、
洪
武
十
一
年
(
-
三
七
八
）
に
六
部
及
び
六
部
の
各

司
に
、
奏
章
が
あ
っ
て
も
中
書
省
に
報
告
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
詔

令
を
下
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
六
部
の
諸
司
と
中
書
省
と
の
連
絡
は
切

断
さ
れ
、
皇
帝
本
人
が
直
接
に
各
政
務
術
門
か
ら
の
奏
章
・
表
文
を
処

理
す
る
こ
と
と
な
り
、
中
書
省
及
び
丞
相
に
は
実
質
的
に
政
務
を
処
理

す
る
必
要
が
さ
ほ
ど
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
朱
元
障
は
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
洪
武
十
＿
―
-
年
（
―
-
―
-
八

0
)

正
月
に
胡
惟
庸
に
国
家
反
逆
罪
を
押
し
付
け
て
殺
し
た
。
こ
れ
を
契
機

と
し
て
中
書
省
と
丞
相
を
廃
止
し
て
六
部
を
格
上
げ
し
、
五
府
を
分
け

て
皇
帝
直
属
体
制
を
法
律
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
た
。
そ
し
て
中
央
か
ら

地
方
ま
で
の
す
べ
て
の
行
政
・
軍
事
・
司
法
・
監
察
の
権
限
は
全
面
的

に
皇
帝
の
手
中
に
入
り
、
封
建
中
央
集
権
は
史
上
空
前
の
集
中
と
強
化

を
見
た
。
そ
の
後
、
内
閣
が
成
立
し
て
も
、
こ
の
構
造
に
は
さ
ほ
ど
の

実
質
的
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
二
）
各
術
門
が
相
対
的
に
独
立
し
、
皇
帝
に
直
属
す
る
と
同
時
に
、

ま
た
相
互
制
埃
の
体
制
を
導
入
し
、
相
互
牽
制
と
専
権
防
止
の
た

め
‘
―
つ
の
こ
と
を
処
理
す
る
権
力
を
幾
つ
か
の
術
門
に
分
担
さ

せ
、
総
裁
権
が
皇
帝
に
帰
す
る
の
は
、
明
代
政
治
制
度
の
も
う
ひ

と
つ
の
特
徴

一
行
政
権

朱
元
障
は
改
制
後
、
政
務
を
六
部
に
帰
し
、
そ
れ
ぞ
れ
人
事
・
財
政
・

礼
儀
・
軍
事
・
司
法
・
百
エ
・
山
澤
な
ど
を
掌
ら
せ
た
。
六
部
の
各
部

は
相
対
的
な
独
立
性
を
持
っ
て
お
り
、
皇
帝
に
直
属
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
権
限
を
実
行
す
る
過
程
で
関
連
術
門
か
ら
の
牽
制
と

制
約
を
受
け
た
。
六
部
の
中
で
も
っ
と
も
尊
ば
れ
る
吏
部
を
例
と
す
る

と
、
吏
部
の
戦
掌
は
、
天
下
百
官
の
選
抜
・
考
課
・
昇
進
降
格
及
び
封

授
と
規
定
さ
れ
る
が
、
官
吏
選
抜
に
つ
い
て
は
、
内
閣
の
閣
臣
が
次
第

に
干
渉
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
そ
の
権
限
を
奪
い
取
る
ま
で
に
な
っ
た
。

吏
部
に
対
す
る
内
閣
の
干
渉
の
度
合
い
は
、
皇
帝
に
寵
愛
し
信
用
さ

れ
る
程
度
と
正
比
例
す
る
。
天
順
年
間
、
吏
部
尚
書
と
し
て
入
閣
し
た

李
賢
は
並
挙
法
を
提
案
し
た
。
即
ち
官
に
欠
員
が
あ
る
場
合
、
吏
部
が

二
名
の
候
補
者
を
指
名
し
皇
帝
が
決
定
す
る
と
い
う
法
で
あ
る
が
、
英

宗
皇
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
内
閣
の
干
渉
は
い
っ
そ
う
進
み
、
四
品
以

上
の
官
に
空
席
が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
任
は
吏
部
が
指
名
し
内
閣
を
経
て

最
後
に
皇
帝
が
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
嘉
靖
・
万
暦
年
間

に
至
る
と
、
内
閣
が
全
面
的
に
関
与
し
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
吏
部
の
権

力
を
奪
い
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
厳
嵩
が
併
せ
て
吏
部

を
掌
っ
た
こ
と
と
張
居
正
に
よ
る
官
吏
考
察
法
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
史
籍
の
記
載
で
は
、
制
度
的
に
は
、
六
部
は
分
別
し
て
天
下
の
政

務
を
管
理
し
内
閣
が
干
渉
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
厳
嵩
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の
時
代
に
な
る
と
、
次
第
に
六
部
の
権
力
の
実
施
に
干
渉
し
妨
害
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
張
居
正
の
時
に
は
、
六
部
の
権
力
は
内
閣
に
奪
い
取

り
尽
く
さ
れ
た
た
め
、
六
部
の
長
官
が
ま
る
で
属
吏
の
よ
う
に
な
っ
た
。

(19) 

祖
宗
の
制
度
は
こ
れ
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。
吏
部
の
長
官

は
自
身
の
職
権
を
守
る
た
め
に
闘
っ
た
が
、
何
も
改
変
で
き
ず
か
え
っ

て
状
況
は
悪
化
し
た
。
崇
禎
年
間
に
は
、
内
閣
次
輔
温
体
仁
と
吏
部
尚

書
閲
洪
学
と
が
結
託
し
て
悪
事
を
働
き
、
異
分
子
を
排
斥
し
た
た
め
吏

部
は
ひ
た
す
ら
温
体
仁
の
言
い
な
り
に
な
り
、
唯
々
諾
々
と
彼
の
意
志

(20) 

に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
結
局
、
吏
部
の
職
権
が
奪
い
尽
く
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

二

軍

事

権

軍
事
権
力
は
、
兵
部
と
五
軍
都
督
府
に
属
す
る
が
、
そ
こ
に
は
職
掌

の
分
担
が
あ
っ
た
。
兵
部
は
全
国
の
武
官
の
選
授
と
簡
練
を
掌
り
、
五

軍
都
督
府
は
各
々
若
干
の
都
司
・
衛
所
を
率
い
兵
部
に
達
し
、
五
府
の

間
に
は
統
轄
と
隷
属
の
関
係
が
な
く
直
接
に
皇
帝
の
命
令
に
従
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
実
際
に
事
が
動
く
場
合
、
兵
部
は
軍
令
の
頒
布
権
と

士
官
の
詮
選
権
を
持
っ
て
い
る
が
、
軍
隊
を
指
揮
・
移
動
さ
せ
る
権
力

は
持
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
五
軍
都
督
府
は
軍
隊
を
統
率
す
る
権
限
を

持
っ
て
い
る
が
、
出
兵
す
る
権
限
は
持
っ
て
い
な
い
。
有
事
の
時
、
兵

部
は
戦
争
の
規
模
に
よ
っ
て
軍
隊
出
動
の
意
見
を
提
出
し
皇
帝
に
報
告

す
る
。
皇
帝
の
許
可
を
得
て
か
ら
兵
部
は
軍
令
を
頒
布
し
、
都
督
府
長

官
が
命
令
を
奉
じ
、
将
軍
或
い
は
総
兵
官
に
就
任
し
、
移
動
配
置
さ
れ

た
都
司
・
衛
所
を
率
い
て
出
征
す
る
。
戦
争
後
に
都
督
は
府
に
戻
り
、

将
軍
印
或
い
は
総
兵
官
印
を
返
し
、
兵
士
た
ち
は
も
と
の
都
司
・
衛
所

に
戻
る
。
王
世
貞
は
こ
れ
を
み
て
次
の
よ
う
な
結
論
を
出
し
た
。
五
軍

都
督
府
の
権
力
は
兵
部
に
ひ
そ
か
に
奪
い
取
ら
れ
、
軍
権
も
次
第
に
分

(21) 

割
さ
れ
た
、
と
。
朱
元
障
が
こ
の
よ
う
に
処
置
し
た
の
は
軍
権
が
集
中

し
過
ぎ
て
明
の
政
権
に
脅
威
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
た
め
で

あ
る
。
そ
の
後
、
巡
撫
兼
提
督
及
び
総
督
が
設
置
さ
れ
、
軍
権
は
さ
ら

に
分
散
さ
れ
た
。

三

司

法

権

明
の
司
法
権
は
そ
れ
ぞ
れ
刑
部
・
都
察
院
・
大
理
寺
に
よ
っ
て
掌
ら

れ
る
。
刑
部
は
全
国
か
ら
の
刑
事
訴
訟
事
件
を
受
理
し
、
都
察
院
は
取

り
締
ま
り
の
役
を
果
た
し
、
大
理
寺
は
駁
正
を
掌
る
。
そ
の
職
権
に
お

け
る
具
体
的
な
実
施
順
序
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

刑
部
は
受
理
さ
れ
た
事
件
を
『
大
明
律
』
の
量
刑
標
準
に
よ
っ
て
審

判
す
る
。
そ
れ
か
ら
犯
人
と
関
係
文
書
、
審
判
意
見
を
大
理
寺
に
提
出

し
て
再
審
さ
せ
る
。
も
し
間
違
い
が
な
け
れ
ば
刑
部
に
渡
し
て
執
行
す

る
。
も
し
刑
部
に
異
議
が
あ
れ
ば
却
下
し
て
再
審
さ
せ
る
。
都
察
院
の

戦
権
は
案
件
の
全
過
程
を
通
し
て
刑
部
の
審
理
を
監
督
す
る
と
同
時
に

大
理
寺
の
再
審
と
駁
正
を
も
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
大
な
事

件
に
あ
た
っ
て
三
法
寺
に
よ
る
共
同
審
理
を
行
い
、
判
決
意
見
を
提
出

し
、
最
後
に
皇
帝
が
決
め
る
。
こ
れ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
皇
帝

は
ま
た
最
高
の
司
法
権
も
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
理
寺
に
お
け
る
戦
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権
の
歴
史
的
変
化
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
宋
代
以
前
に
あ
っ
て
は
、

大
理
寺
は
訴
訟
事
件
の
審
理
と
判
決
を
掌
り
、
刑
部
が
再
審
と
却
下
を

行
っ
た
。
元
代
に
は
大
理
寺
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
職
掌
は
刑
部
に
帰
し

た
。
そ
し
て
刑
部
は
審
理
・
判
決
を
行
う
街
門
に
な
り
、
さ
ら
に
監
獄

も
設
け
ら
れ
た
。
明
代
に
は
、
再
び
大
理
寺
を
設
置
し
た
が
、
し
か
し

宋
代
以
前
の
よ
う
に
、
犯
人
の
審
理
と
判
決
を
取
り
扱
わ
ず
、
元
の
制

度
を
継
続
し
、
依
然
と
し
て
刑
部
は
犯
人
の
審
理
と
判
決
を
行
い
、
大

理
寺
の
職
掌
は
事
件
の
再
審
と
駁
正
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
が
―
つ
の
変

化
で
あ
る
。
も
う
―
つ
の
変
化
は
、
宋
代
以
前
に
は
刑
部
に
よ
る
再
審

と
却
下
は
書
面
の
形
式
で
行
わ
れ
た
が
、
明
代
で
は
、
刑
部
の
が
判
決

を
下
し
た
事
件
に
、
大
理
寺
が
再
審
・
駁
正
す
る
際
に
は
、
自
ら
公
文

書
を
閲
覧
し
、
ま
た
自
ら
犯
人
を
訊
問
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
永
楽

以
降
の
大
理
寺
に
は
尋
問
用
の
刑
具
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

四
監
察
糾
劾
権

百
官
に
対
す
る
監
察
・
糾
劾
権
は
都
察
院
の
主
要
な
職
掌
で
あ
る
。

監
察
と
は
職
官
監
察
と
行
政
監
察
に
分
け
て
い
る
。
職
官
監
察
の
中
に

ま
た
考
察
・
考
満
な
ど
の
名
目
が
あ
る
。
百
官
を
考
察
す
る
場
合
で
は

都
察
院
が
中
央
官
員
に
監
督
・
考
察
を
行
う
。
一
方
、
吏
部
の
ほ
う
に

は
考
功
司
が
あ
り
、
同
様
に
官
吏
へ
の
考
察
と
馳
捗
を
掌
る
。
十
三
道

監
察
御
史
は
地
方
の
官
吏
へ
の
監
察
を
掌
り
、
同
時
に
按
察
司
官
と
布

政
司
参
政
が
参
与
す
る
。
行
政
監
察
の
面
に
お
い
て
も
ま
た
六
科
給
事

中
の
参
与
が
あ
る
。

都
察
院
は
監
察
御
史
に
よ
る
官
員
糾
劾
の
妥
当
性
を
監
督
し
、
観
察

の
職
に
相
応
し
い
か
否
か
を
審
査
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
監

察
糾
劾
を
行
う
過
程
で
監
察
御
史
は
極
め
て
大
き
な
独
立
性
を
持
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
明
の
監
察
御
史
は
戦
掌
に
お
い
て
都
察
院
と
関
連
し

て
い
る
が
、
都
察
院
の
属
官
で
は
な
い
た
め
、
監
察
糾
劾
事
件
が
あ
れ

ば
皇
帝
に
直
接
奏
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
都
御
史
に
報
告
せ
ず
に
済
む
。

更
に
大
事
件
に
つ
い
て
は
報
告
す
る
が
、
小
事
件
は
独
立
で
決
め
る
権

力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
唐
の
時
、
御
史
は
弾
劾
を
行
う
な
ら
ば
必

ず
事
前
に
大
夫
に
報
告
す
る
と
い
う
規
定
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

監
察
と
糾
劾
と
は
あ
る
意
味
で
言
え
ば
君
主
も
含
め
て
の
監
察
と
糾

劾
で
あ
る
。
唐
宋
の
時
期
に
は
組
織
上
に
三
つ
の
系
統
、
即
ち
御
史
台
・

諌
官
と
給
事
中
が
あ
っ
た
。
監
察
官
と
し
て
の
御
史
台
の
御
史
は
主
に

官
吏
の
過
ち
を
監
察
・
糾
劾
す
る
。
言
事
官
と
し
て
の
諌
官
は
主
に
規

諌
諷
諭
し
君
主
の
過
ち
を
諌
正
す
る
。
封
駁
官
と
し
て
の
給
事
中
は
皇

帝
の
不
適
切
な
詔
令
を
封
還
し
た
り
百
司
の
間
違
っ
た
章
奏
を
駁
正
し

た
り
す
る
。
三
者
の
分
担
は
非
常
に
明
確
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
に
至

る
と
、
諌
官
は
廃
止
さ
れ
、
二
つ
の
監
察
系
統
に
変
わ
っ
た
。
―
つ
は

都
察
院
系
統
で
あ
り
、
十
三
道
監
察
御
史
が
含
ま
れ
る
。
も
う
―
つ
は

六
科
給
事
中
系
統
で
あ
る
。
た
だ
し
監
察
・
糾
劾
の
対
象
は
諸
司
と
百

官
に
限
り
、
君
主
へ
の
監
督
機
能
は
弱
ま
っ
た
。

明
の
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
た
監
察
・
糾
劾
権
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
き

を
置
く
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
た
。
都
察
院
系
統
は
各
級
官
吏
の
法
紀
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へ
の
監
察
に
偏
重
す
る
が
、
給
事
中
系
統
は
諸
司
・
百
官
の
行
政
監
察

に
偏
重
す
る
。
そ
の
重
点
は
第
一
に
、
紀
綱
紀
律
の
粛
正
で
あ
り
、
第

ニ
に
、
地
方
官
の
治
績
・
作
風
の
整
理
整
頓
で
あ
る
。
二
者
の
目
的
は

封
建
中
央
集
権
の
統
治
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
後
、
ま
た
巡

撫
も
そ
れ
に
参
与
し
、
更
に
も
う
―
つ
の
手
順
が
増
え
る
こ
と
と
な
っ

こ。t
 明の
政
治
制
度
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
す
れ
ば
、
朱
元
障
の
言
葉
が

最
も
適
当
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
丞
相

を
廃
止
し
五
府
・
六
部
・
都
察
院
・
通
政
司
・
大
理
寺
な
ど
の
街
門
を

設
置
し
、
天
下
の
庶
務
を
分
担
さ
せ
、
互
い
に
牽
制
し
合
い
、
互
い
に

抑
圧
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
事
は
全
て
朝
廷
に
よ
り
決
め
る
の
で

(
2
2
)
 

穏
当
だ
」
と
。
彼
の
言
葉
の
要
点
は
、
互
い
に
牽
制
し
合
い
、
互
い
に

抑
圧
せ
ず
、
最
後
は
朝
廷
が
統
べ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
つ
ま
り
権
力
を
皇
帝
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
あ
る
。

（
三
）
明
代
政
治
制
度
は
中
国
封
建
歴
史
の
発
展
過
程
中
に
お
い
て
積

極
的
な
一
面
も
あ
れ
ば
弊
害
の
一
面
も
極
め
て
顕
著

一
、
中
書
省
と
丞
相
を
廃
止
す
る
の
は
朱
元
障
の
断
固
た
る
処
置

と
は
言
え
、
実
際
に
も
た
ら
し
た
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
も
か
な
り
多
い
。

本
来
、
丞
相
は
百
官
の
第
一
人
者
で
、
し
か
も
皇
帝
の
過
ち
を
矯
正
す

る
権
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
丞
相
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
名
目
上
、

政
務
は
六
部
に
よ
り
分
担
し
て
処
理
さ
れ
、
ほ
か
に
五
府
・
都
察
院
・

通
政
司
・
大
理
寺
な
ど
も
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
各
自
が
皇

帝
に
責
任
を
負
い
つ
つ
総
裁
す
る
権
力
を
有
し
た
た
め
、
皇
帝
は
百
官

の
首
領
に
な
っ
た
。
そ
の
後
に
創
設
さ
れ
た
内
閣
の
権
力
は
低
下
し
皇

帝
の
顧
問
・
助
手
に
な
り
は
て
る
の
で
、
そ
の
職
権
に
つ
い
て
言
え
ば

丞
相
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
皇
帝
が
猜
疑
心

に
と
ら
わ
れ
て
、
百
官
・
大
臣
を
信
用
せ
ず
宦
官
を
自
分
の
腹
心
と
見

な
し
た
た
め
、
結
局
、
明
の
宦
官
の
禍
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
い
も
の
と
な
っ

た
。
黄
宗
戦
は
『
明
夷
待
訪
録
』
の
「
置
相
」
の
中
で
「
明
の
悪
政
は

明
高
皇
帝
の
丞
相
廃
止
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
宮
奴
（
宦
官

を
さ
す
）
に
宰
相
の
実
力
を
持
た
せ
た
の
は
丞
相
廃
止
の
過
ち
だ
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

二
、
諸
司
街
門
の
相
互
牽
制
と
相
互
監
督
は
専
権
を
防
止
で
き
る

が
、
政
令
の
実
施
に
お
い
て
互
い
に
責
任
の
な
す
り
あ
い
は
免
れ
難
い

た
め
、
効
率
向
上
に
悪
影
響
を
与
え
る
。
こ
こ
で
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

軍
事
権
は
兵
部
と
五
府
と
に
分
属
し
、
兵
士
の
訓
練
・
統
帥
と
軍
令
の

調
配
が
別
々
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
結
果
、
兵
は
将
を
識
ら
ず
、

将
は
兵
を
識
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
戦
闘
力
の
弱
化
い
う
ま
で
も
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
方
三
司
の
分
立
の
場
合
、
相
互
の
統
属
関
係
が
な

い
た
め
、
一
部
の
政
令
は
な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
し
問
題
の
解
決
も

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
巡
撫
が
設
け
ら
れ
た
の

だ
が
、
し
か
し
二
つ
以
上
の
省
と
関
わ
る
事
件
に
あ
た
る
と
、
省
と
省

の
間
で
し
ば
し
ば
責
任
を
な
す
り
あ
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
戦
争
が
起

こ
っ
た
場
合
は
急
を
要
す
る
た
め
、
紛
糾
の
禍
は
更
に
ひ
ど
く
な
る
。
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こ
の
た
め
、
そ
の
上
に
ま
た
総
督
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
幾
層

も
官
が
設
置
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
み
な
職
権
範
囲
を
も
っ
て
い
る
。

―
つ
の
事
件
に
対
す
る
具
体
的
な
処
理
に
あ
た
っ
て
、
公
文
書
の
行
き

来
に
は
時
間
も
か
か
り
、
や
り
に
く
く
な
る
。
よ
っ
て
、
事
件
解
決
の

重
要
な
時
機
を
逃
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
朱
元
障
の
所
謂

「
互
い
に
牽
制
し
合
い
、
互
い
に
抑
圧
で
き
な
い
」
の
も
う
―
つ
の
直

接
的
な
結
果
で
あ
る
。

注(l
)
『
明
太
祖
実
録
』
巻
一
四
、
（
至
元
二
十
四
年
・
一
三
六
四
年
）
甲
辰
春

正
月
丙
寅
の
条
(
-
日
）
に
よ
る
と
「
李
善
長
、
徐
達
等
奉
上
為
呉
王
。

時
群
臣
以
上
功
徳
日
隆
、
屡
表
勧
進
。
上
日
、
戎
馬
未
息
、
癒
痰
未
蘇
、

天
命
難
必
、
人
心
未
定
。
若
逮
称
尊
号
、
誠
所
未
退
、
昔
武
王
克
商
、

践
千
文
、
棄
弓
矢
、
帰
馬
於
華
山
之
陽
、
放
牛
於
桃
林
之
野
、
大
告
武

成
、
然
後
与
民
更
始
、
昂
嘗
逮
自
称
尊
、
今
日
之
議
且
止
、
侯
天
下
大

定
、
行
之
未
晩
。
群
臣
固
請
不
已
、
乃
即
呉
王
位
。
建
百
司
官
属
、
置

中
書
省
左
右
相
国
為
一
品
。
」

(
2
)
「
明
史
」
巻
一
〇
九
「
宰
輔
年
表
」
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
洪
武
三
年
正
月
に
李
善
長
が
左
丞
相
に
就
任
し
、
右
丞
相
徐

達
は
命
を
奉
じ
北
征
を
行
っ
た
(
+
一
月
に
都
に
帰
還
、
そ
の
後
ま
た

命
を
奉
じ
軍
隊
を
率
い
て
遠
征
を
行
っ
て
お
り
、
中
書
省
の
政
務
を
管

理
し
て
い
な
い
。
洪
武
十
八
年
二
月
に
死
去
）
。
時
に
左
丞
相
だ
っ
た

注
広
洋
は
右
丞
相
に
昇
進
し
た
。
六
年
正
月
、
注
広
洋
が
広
東
右
参
政

に
左
遷
さ
れ
、
右
丞
で
あ
っ
た
胡
惟
庸
は
同
年
七
月
右
丞
相
に
、
十
年

九
月
に
左
丞
相
に
昇
進
し
た
。
同
時
に
注
広
洋
も
右
丞
相
に
復
職
し
た
。

十
二
年
十
二
月
に
注
広
洋
は
海
南
に
左
遷
さ
れ
、
死
を
賜
っ
た
。
十
―
―
―

年
正
月
、
左
丞
相
胡
惟
庸
に
死
を
賜
っ
た
。

(
3
)

『
明
太
祖
実
録
』
巻
一
五
、
甲
辰
十
一
月
辛
酉
（
二
日
）
の
条
に
「
上

謂
中
書
日
臣
、
立
国
之
初
、
致
賢
為
急
、
中
書
・
百
司
綱
領
、
総
率
群

属
、
須
采
択
賢
者
与
之
共
理
、
但
任
人
之
道
、
大
小
軽
重
各
適
其
宜
。
」

と
あ
る
。

『
明
太
祖
実
録
』
巻
三
四
、
洪
武
元
年
八
月
丁
丑
（
九
日
）
の
条
で
朱

元
障
は
中
書
省
の
閣
臣
に
「
国
家
之
事
、
総
之
者
中
書
、
分
理
者
六
部
、

至
為
要
職
。
凡
諸
政
務
、
須
端
心
為
朕
経
理
、
或
有
乖
謬
誤
、
則
胎
患

天
下
、
不
可
不
慎
。
」
と
諭
を
下
し
て
い
る
。

『
明
太
祖
実
録
』
巻
一
＿
一
九
、
洪
武
二
年
二
月
乙
酉
（
二

0
日
）
の
条
に

は
「
上
手
勅
諭
中
書
省
臣
日
：
中
書
、
法
度
之
本
、
百
司
之
所
稟
承
。

凡
朝
廷
命
令
政
教
、
皆
由
斯
出
。
事
有
不
然
、
当
直
言
改
正
、
荀
阿
意

曲
従
。
言
既
出
芙
、
追
悔
何
及
。
『
書
』
云
「
股
肱
惟
人
、
良
臣
惟
聖
。
」

自
今
事
有
未
当
、
卿
等
即
以
来
言
、
求
帰
至
当
、
母
徒
荀
順
而
已
。
」

と
あ
る
。

『
明
史
』
巻
―
二
七
「
李
善
長
伝
」
に
は
「
明
初
設
中
書
省
、
置
左
右

丞
相
、
莞
領
枢
要
、
率
以
動
臣
領
其
事
。
」
と
あ
る
。

(
4
)

『
明
太
祖
実
録
』
巻
二
六
、
呉
元
年
冬
十
月
班
子
（
九
日
）
の
条
。
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『
明
史
』
巻
七
三
「
職
官
志
」
で
は
「
国
家
之
三
大
府
、
中
書
総
政
事
、

都
督
掌
軍
旅
、
御
史
掌
糾
察
、
朝
廷
紀
綱
尽
系
於
此
。
」
と
あ
る
。

(
5
)

『
明
史
』
巻
七
六
「
職
官
五
」
に
は
、
洪
武
八
年
十
月
に
「
改
設
都
司

十
有
三
、
燕
山
都
衛
為
北
平
都
司
、
西
安
都
衛
為
映
西
都
司
、
太
原
都

衛
為
山
西
都
司
、
杭
州
都
衛
為
浙
江
都
司
、
江
西
都
衛
為
江
西
都
司
、

青
州
都
衛
為
山
東
都
司
、
成
都
都
衛
為
四
川
都
司
、
福
州
都
衛
為
福
建

都
司
、
武
昌
都
衛
為
湖
広
都
司
、
広
東
都
衛
為
広
東
都
司
、
広
西
都
衛

為
広
西
都
司
、
定
遼
都
衛
為
遼
東
都
司
、
河
南
都
衛
為
河
南
都
司
、
行

都
司
三
、
西
安
行
都
衛
為
映
西
行
都
司
、
大
同
都
衛
為
山
西
行
都
司
、

建
寧
都
衛
為
福
建
行
都
司
、
十
五
年
増
置
貴
州
・
雲
南
二
都
司
。
後
以

北
平
都
司
為
北
平
行
都
司
、
永
楽
元
年
改
為
大
寧
都
司
、
宣
徳
中
、
増

置
万
全
都
司
。
計
天
下
都
司
凡
十
有
六
。
（
中
略
）
又
於
建
昌
置
四
川

行
都
司
、
於
郎
陽
置
湖
広
行
都
司
。
計
天
下
行
都
司
凡
五
。
」
と
あ
る
。

(
6
)

『
明
史
』
巻
七
五
「
職
官
四
」
に
「
洪
武
九
年
改
浙
江
・
江
西
・
福
建
・

北
平
・
広
西
・
四
川
・
山
東
・
広
東
・
河
南
・
陳
西
・
湖
広
・
山
西
諸

行
省
倶
為
承
宣
布
政
使
司
、
（
中
略
）
＋
五
年
、
置
雲
南
布
政
使
司
。

宣
徳
三
年
罷
交
峡
布
政
司
。
除
両
京
外
、
定
為
十
三
布
政
司
。
」
と
あ

る。

(

7

)

『
明
太
祖
実
録
』
巻
―
一
七
、
洪
武
十
一
年
正
月
の
条
に
よ
る
と
、
方

伯
と
は
古
代
に
お
け
る
諸
侯
の
領
袖
の
呼
称
で
一
地
方
の
指
導
者
で
あ

る
。
『
礼
記
・
王
制
』
に
は
「
千
里
之
外
設
方
伯
」
と
あ
る
。
後
世
で

は
「
方
伯
」
を
省
の
行
政
長
官
の
別
称
と
し
て
用
い
て
い
る
。
刺
史
と

は
官
名
で
あ
り
、
最
初
西
漢
に
設
置
さ
れ
、
百
官
へ
の
監
察
を
掌
っ
た
。

後
に
将
軍
の
肩
書
き
を
加
え
て
州
の
長
官
の
上
に
な
っ
た
。
隋
の
初
め

に
郡
を
廃
止
し
州
・
県
と
い
う
二
つ
の
級
に
よ
る
行
政
体
制
と
し
、
州

に
刺
史
を
設
け
、
行
政
長
官
と
し
た
。
以
来
、
刺
史
は
知
府
或
い
は
知

州
の
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
御
制
文
集
』
巻
四
「
承
宣
布
政
史
皓
」
に
よ
る
と
「
迩
来
朕
有
天
下
、

更
行
省
為
承
布
政
使
司
。
所
以
承
者
朕
命
也
、
宣
者
、
代
言
之
也
、
布

者
、
張
陳
之
者
、
所
以
政
者
、
軍
民
休
戚
、
国
之
利
病
、
所
以
使
者
、

必
去
民
之
悪
導
民
之
善
、
使
之
有
畏
従
。
於
斯
之
職
、
可
不
重
乎
。
」

と
あ
る
。

(
8
)

『
明
太
祖
実
録
』
巻
―
―
―
―
-
、
洪
武
十
年
七
月
甲
申
（
八
日
）
の
条
。

(
9
)

『
明
太
祖
実
録
」
巻
―
二
九
、
洪
武
十
三
年
正
月
己
亥
（
七
日
）
の
条

に
は
「
胡
惟
庸
等
既
伏
誅
、
上
諭
文
武
百
官
日
、
朕
自
臨
御
以
来
、
十

有
三
年
芙
。
中
間
図
任
大
臣
、
期
於
輔
弼
、
以
礫
至
治
、
故
立
中
書
省

以
総
天
下
之
文
治
、
都
督
府
以
統
天
下
之
兵
政
、
御
史
台
以
振
朝
廷
之

紀
綱
、
豊
意
奸
臣
窃
持
国
柄
、
柾
法
匪
賢
、
操
不
軌
之
心
、
陣
奸
欺
之

蔽
。
嘉
言
結
於
衆
舌
、
朋
比
退
於
郡
邪
。
窪
害
政
治
｀
謀
危
社
稜
、
臀

堤
防
之
将
決
、
烈
火
之
将
燃
、
有
消
天
燎
原
之
勢
。
頼
神
発
其
奸
、
皆

就
珍
滅
。
朕
欲
革
去
中
書
省
、
昇
六
部
、
倣
古
六
卿
之
制
、
停
之
各
司

所
、
更
置
五
軍
蔀
督
府
、
以
分
領
衛
、
如
此
則
権
不
専
於
一
司
、
事
不

留
於
塑
蔽
。
卿
等
以
為
如
何
。
」
と
あ
る
。

(10)

『
明
史
』
巻
七
―
-
「
官
職
」
に
は
「
国
家
罷
丞
相
、
設
府
・
部
・
院
・
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寺
分
理
庶
務
、
立
法
至
為
詳
善
。
以
後
嗣
君
、
其
母
得
議
置
丞
相
。
臣

下
有
奏
請
設
立
者
、
論
以
極
刑
。
」
｛
中
華
書
局
本
（
以
下
同
）
一
七
三

三
頁
｝
と
あ
る
。

『
皇
明
祖
訓
・
祖
訓
首
章
』
に
は
「
自
古
三
出
論
道
、
六
卿
分
職
、
並

不
曽
設
立
丞
相
、
不
旋
腫
而
亡
。
盾
．
宋
因
之
、
雖
有
賢
相
、
然
其
間

所
用
者
多
為
小
人
、
専
権
乱
政
、
今
我
朝
罷
丞
相
、
設
五
府
・
六
部
・

都
察
院
・
通
政
司
・
大
理
寺
等
衛
門
、
分
理
天
下
庶
務
、
彼
此
頷
頗
、

不
敢
相
圧
、
一
皆
朝
廷
総
之
、
所
以
穏
当
。
以
後
子
孫
皇
帝
時
、
並

不
許
立
丞
相
。
臣
下
敢
有
奏
請
者
、
文
武
群
臣
及
時
劾
奏
、
将
犯
人
凌

遅
、
全
家
処
死
。
」
と
あ
る
。

(11)

『
明
史
』
巻
七
二
「
職
官
志
序
」
に
は
「
明
官
制
、
沿
漢
・
唐
之
旧
制

而
損
益
之
。
自
洪
武
十
三
年
罷
丞
相
不
設
、
析
中
書
省
之
政
帰
六
部
、

以
尚
書
任
天
下
事
、
侍
郎
弐
之
。
而
殿
閣
大
学
士
祇
備
顧
問
、
帝
方
自

操
威
柄
、
学
士
鮮
所
参
決
。
其
糾
劾
則
責
之
都
察
院
、
奏
章
則
達
之
通

政
司
、
平
反
則
参
之
大
理
寺
、
是
以
漢
九
卿
之
遺
意
也
。
分
大
都
督
府

為
五
、
而
徴
調
隷
於
兵
部
。
外
設
都
・
部
・
按
三
司
、
分
隷
兵
刑
銭
穀
、

其
考
核
則
聴
於
府
部
。
」
（
一
七
二
九
頁
）
と
あ
る
。

(12)

『
明
史
』
巻
七
二
「
職
官
こ
に
は
「
成
祖
即
位
、
特
簡
解
綱
・
胡
広
・

楊
栄
等
直
入
文
淵
閣
、
参
与
機
務
、
閣
臣
之
預
務
自
此
始
。
然
其
時
、

入
内
閣
者
皆
編
・
検
・
講
之
官
、
不
置
官
属
、
不
得
専
制
諸
司
。
諸
司

奏
事
亦
不
得
相
関
白
、
仁
宗
以
楊
士
奇
・
楊
栄
東
宮
旧
臣
、
昇
士
奇
為

礼
部
侍
郎
兼
華
蓋
殿
大
学
士
、
栄
為
太
常
卿
兼
謹
身
殿
大
学
士
、
閣
職

漸
崇
。
其
後
士
奇
・
栄
皆
遷
尚
書
職
、
雖
居
内
閣
、
官
必
以
尚
書
為
尊
。

景
泰
中
、
王
文
始
以
左
都
御
史
進
吏
部
尚
書
、
入
内
閣
。
自
後
、
皓
勅

房
・
制
勅
房
倶
設
中
書
舎
人
、
六
部
承
奉
意
旨
、
靡
所
不
領
、
而
閣
権

益
重
。
世
宗
時
、
三
殿
成
、
改
華
蓋
為
中
極
、
謹
身
為
建
極
、
閣
衡
因

之
。
嘉
靖
以
後
、
朝
位
班
次
、
倶
列
六
部
之
上
。
」
（
一
七
三
四
頁
）
と

あ
る
。
『
明
史
』
巻
一
〇
九
「
宰
輔
年
表
序
」
に
は
「
成
祖
簡
翰
林
官
直
文
淵

閣
参
預
機
務
、
有
歴
昇
至
大
学
士
者
。
其
時
章
疏
直
達
御
前
、
多
出
哀

断
。
儒
臣
入
直
、
備
顧
問
而
己
。
至
仁
宗
而
後
、
諸
大
学
士
歴
晋
尚
書
・

保
・
博
、
品
位
尊
崇
、
地
居
近
密
、
而
綸
―
―
ー
ロ
批
答
、
裁
決
機
宜
、
悉
由

票
擬
、
閣
権
之
重
、
厳
然
漢
・
唐
宰
輔
、
特
不
居
丞
相
之
名
耳
。
諸
輔

之
中
、
尤
以
首
為
重
。
夫
治
道
得
失
、
人
オ
用
捨
、
理
乱
興
衰
、
宰

臣
是
系
°
」
（
一
―
-
三

0
五
頁
）
と
あ
る
。

(13)

『
明
史
』
巻
七
二
「
職
官
一
」
（
一
七
三
八
頁
ー
三
九
頁
）
。

(14)

『
明
史
』
巻
七
三
「
職
官
二
」
に
は
「
巡
撫
之
名
、
起
於
蘇
文
公
太
子

巡
撫
映
西
。
永
楽
十
九
年
、
遣
尚
書
塞
義
等
二
十
六
人
巡
行
天
下
、
安

撫
軍
民
。
以
後
不
拘
尚
書
・
侍
郎
・
都
御
史
・
少
卿
等
官
。
事
畢
復
命
、

即
或
停
遣
。
初
名
巡
撫
、
或
名
鎮
守
、
後
以
鎮
守
侍
郎
与
巡
按
御
史
不

相
統
属
、
文
移
窒
碍
、
定
為
都
御
史
兼
軍
務
者
加
提
督
、
有
総
兵
地
方

加
賛
理
或
参
賛
、
所
轄
多
、
事
重
者
加
総
督
。
他
如
整
飾
．
撫
治
・
総

理
等
項
、
皆
因
事
特
設
。
其
以
尚
書
・
侍
郎
任
総
督
軍
務
者
、
皆
兼
都

御
史
、
以
便
行
事
。
」
（
一
七
六
七
ー
六
八
頁
）
と
あ
る
。
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『
明
史
』
巻
四
「
恭
閃
帝
」
に
は
、
建
文
元
年
三
月
「
侍
郎
暴
昭
、
夏

原
吉
等
二
十
四
人
充
采
訪
史
、
分
巡
天
下
。
」
（
六
一
頁
）
と
あ
る
。

『
明
史
』
巻
一
四
二
「
景
昭
伝
」
に
は
「
建
文
初
、
立
北
平
采
訪
史
、

得
燕
不
伏
法
、
密
以
聞
、
請
預
為
備
。
」
（
四

0
三
三
頁
）
と
あ
る
。

『
明
史
』
巻
一
五
九
「
伝
賛
」
に
は
「
明
初
以
十
五
布
政
司
分
治
天
下
、

諸
辺
要
塞
則
遣
侯
伯
動
臣
鎮
拒
之
。
永
楽
之
季
、
勅
賽
義
等
二
十
六
人

巡
行
天
下
、
安
撫
軍
民
、
事
竣
返
朝
、
不
為
経
制
。
宣
徳
初
、
始
命
熊

概
巡
撫
蘇
•
松
・
両
浙
。
越
数
年
、
而
江
西
・
河
南
諸
省
以
次
専
設
巡

撫
官
。
天
順
初
、
暫
罷
復
設
、
諸
辺
亦
梢
用
廷
臣
出
鎮
或
参
賛
軍
務
。

蓋
以
地
大
者
衆
、
法
令
滋
章
。
三
司
僅
奉
教
条
、
修
其
常
職
、
而
行
利

除
弊
、
均
賦
税
、
撃
貪
濁
、
安
善
良
、
惟
巡
撫
得
以
便
宜
従
事
。
」
（
四

三
五
二
頁
）
と
あ
る
。

(15)
黄
博
『
閑
中
今
古
録
摘
抄
」
（
『
紀
録
彙
編
』
巻
―
二
九
）
に
よ
る
と

「
向
意
用
文
、
諸
動
臣
不
平
、
上
（
朱
元
障
）
語
以
故
、
日
「
世
乱
則

用
武
、
世
治
宜
用
文
。
非
偏
也
。
」
諸
動
進
日
「
是
固
然
。
但
此
輩
善
、

初
不
自
覚
。
且
如
張
九
四
（
張
士
誠
の
幼
名
）
、
厚
礼
文
儒
、
及
請
其

名
、
則
日
士
誠
。
」
上
日
「
此
名
甚
美
。
」
答
日
「
『
孟
子
』
有
「
士
誠
、

小
人
也
」
之
句
、
彼
安
知
之
。
」
と
あ
る
。
だ
が
『
孟
子
』
の
本
文
の

句
読
は
「
士
、
誠
小
人
也
」
で
あ
り
、
諸
動
臣
は
文
臣
を
排
斥
す
る
た

め
、
故
意
に
「
士
誠
、
小
人
也
」
と
句
読
し
た
の
で
あ
る
。

(16)

『
明
史
』
巻
―
二
八
「
劉
基
伝
」
に
は
「
初
、
太
祖
以
事
責
丞
相
李
善

長
、
基
言
「
善
長
動
旧
、
能
調
和
諸
将
。
」
太
祖
日
「
是
数
欲
害
君
、

君
乃
為
之
地
耶
。
吾
行
相
君
突
。
」
基
頓
首
日
「
是
如
易
柱
、
須
得
大

木
、
若
束
小
木
為
之
、
且
立
覆
。
」
及
善
長
罷
、
帝
欲
相
楊
憲
（
こ
れ

は
誤
り
。
楊
憲
は
洪
武
三
年
に
殺
さ
れ
、
李
善
長
は
洪
武
四
年
に
就
任

し
た
。
筆
者
注
）
憲
素
善
基
、
基
力
言
不
可
、
日
「
憲
有
相
オ
無
相
器
、

夫
宰
相
者
、
持
心
如
水
、
以
義
理
為
権
衡
、
而
己
無
与
者
、
憲
則
不
然
。
」

帝
問
注
広
洋
、
日
「
此
掴
浅
殆
甚
於
憲
。
」
又
問
胡
惟
庸
、
日
「
誓
之

駕
、
倶
其
戟
也
。
」
帝
日
「
吾
之
相
、
誠
無
先
生
。
」
基
日
「
臣
疾
悪

太
甚
、
又
不
耐
繁
劇
、
為
之
且
孤
上
恩
。
天
下
何
患
無
オ
、
惟
明
主
悉

心
求
之
、
目
前
諸
人
誠
未
見
其
可
也
。
」
（
三
七
八

0
頁
）
と
あ
る
。

(17)

「
明
太
祖
実
録
」
巻
―
一
七
、
洪
武
十
一
年
三
月
庚
辰
（
八
日
）
の
条

で
は
、
太
祖
は
礼
部
の
大
臣
に
「
胡
元
之
世
、
政
専
中
書
、
凡
是
必
先

関
報
、
然
後
奏
聞
。
其
君
又
多
昏
蔽
、
是
至
民
情
不
通
、
尋
至
大
乱
、

深
可
為
戒
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

(18)

『
明
史
』
巻
二
「
太
祖
二
」
洪
武
十
一
年
三
月
壬
午

(
1
0
日
）
に
は

「
命
奏
事
母
関
白
中
書
省
。
」
（
三
三
頁
）
と
あ
る
。

(19)

『
明
史
』
巻
二
二
五
「
楊
魏
伝
」
に
は
「
明
制
、
六
部
分
荏
天
下
事
、

内
閣
不
得
侵
、
至
厳
嵩
、
始
陰
撓
部
権
。
途
張
居
正
時
、
部
権
尽
帰
内

閣
、
逸
巡
請
事
如
属
吏
、
祖
制
由
此
変
。
」
（
五
九
一
七
頁
）
と
あ
る
。

(20)

『
明
史
』
巻
二
五
八
「
華
允
誠
伝
」
に
は
「
今
次
輔
体
仁
与
家
臣
洪
学
、

同
邑
朋
比
、
惟
異
己
之
駆
除
、
閣
臣
兼
操
吏
部
之
権
、
吏
部
惟
阿
閣
臣

之
意
、
造
門
請
命
、
夜
以
為
常
。
」
（
六
六
四
九
頁
）
と
あ
る
。

(21)
王
世
貞
「
食
山
堂
別
集
」
巻
五
三
に
よ
る
と
、
五
府
の
権
力
は
「
兵
部
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訳
者
陳
建
平

（
関
西
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

陰
移
之
、
其
権
漸
分
癸
。
」
と
な
っ
た
。

(22)
『
皇
明
祖
訓
・
祖
訓
首
章
』
。

‘̀ノ

「
付
記
」
張
徳
信
氏
は
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
で
あ
り
、
中

国
明
史
学
会
の
副
会
長
兼
秘
書
長
を
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
五
月
十
五
日

よ
り
七
月
十
四
日
ま
で
関
西
大
学
招
聘
研
究
員
と
し
て
来
日
さ
れ
た
。
本
稿
は

六
月
十
七
日
に
関
西
大
学
文
学
部
で
行
わ
れ
た
学
術
講
演
の
原
稿
の
翻
訳
で
あ

る。
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